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「勉強がよ～くできますように……」

上別府子とも会学業祈願　3月23日　高家天満宮

町税は納税組合、口座振替で納入できます
o納税組合は

にあなたの預金口座より忘れずに細説できます○
10名以上の納税者で組織し・取りまとめの上・鯛　。遠賀郡攫協邁斑支所

期限内に納付する。　　　　　　　　　　　　　　。遠賀信用金庫

納税奨励金　説額の100分の2　　　　　　　　　。福岡銀行

〇日座振替は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o西日本銀行芦屋支店

次の金融機関にて振替細説申込をすれば、納期毎　　詳しくは役場住民課町民税係におたずねください○

＊　4　月　の　説　金　＊

○軽　自　動　車

引納期
4月16日（水）一30日（水）

○固定資産税（1期））

この社会　　ゐなたの税が　　生きてい　る
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四
月
一
日
付
で
、
遠
賀
町
役
場
の
機
構
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
町
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
て
実
施
し
た
も
の
で
、
各
課
、
係
の

主
な
業
務
と
職
員
の
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国

書

田

園

霞

庶
　
務
　
係

。
条
例
、
規
則
、
規
程
そ
の
他
命
運
及
び
公

告
。
町
議
会
提
出
議
案
の
審
査
及
び
統
括

。
秘
書
　
o
儀
式
及
び
ほ
う
賞
。
法
令
、

規
則
、
官
報
、
県
公
報
の
整
備
保
管
。
文

密
の
収
受
、
発
送
・
消
防
。
災
竃
鎧

本
部
及
び
防
災
会
議
・
選
挙
管
理
委
員
会

。
行
政
不
服
審
査
・
自
衛
罵
募
集
等
に
関

す
る
こ
と

人
　
事
　
係

。
特
別
職
職
員
。
職
員
の
進
退
、
服
務
、

給
与
・
職
員
の
研
修
・
公
務
災
霜
償

市
町
村
職
員
共
済
組
合
。
職
員
団
体
等
に

関
す
る
こ
と

管
　
財
　
係

。
財
産
管
理
　
o
町
営
住
宅
の
入
居
者
の
選

考
及
び
維
持
管
理
・
寄
付
採
納
。
遠
賀

護
国
。
町
営
駐
車
場
及
び
駐
輪
場
・
土

地
開
発
公
社
等
に
関
す
る
こ
と

誓
詞
圏
発
は
顎

企
画
田
並
係

o
政
衛
の
総
合
企
画
及
び
調
理
　
o
土
地
利

用
計
画
の
蟹
品
韮
・
広
域
行
政
。
地

域
振
興
・
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
整

備
・
コ
ミ
ュ
三
ブ
ィ
活
動
の
企
画
振
興
及

び
総
合
調
整
・
国
勢
調
査
・
地
価
公
示

法
・
町
勢
要
鷺
・
遜
務
改
善
及
び
行
財

政
改
革
。
庁
議
。
課
長
会
議
　
o
区
長

会
　
o
広
報
　
o
芦
屋
競
艇
施
行
周
辺
対
館

・
登
記
蹄
務
等
に
関
す
る
こ
と

財
　
政
　
係

・
財
政
計
画
・
予
算
編
成
。
予
算
の
執

行
統
制
。
地
方
交
付
説
。
収
入
支
出
命

令
等
に
関
す
る
こ
と

は

書

目

園

田

住
　
民
　
係

二
戸
籍
。
住
民
基
本
台
帳
。
外
国
人
登

録
・
印
鑑
登
録
及
び
証
明
　
o
埋
火
葬
許

可
申
請
。
諸
証
明
の
手
数
料
の
収
納
。

住
民
異
動
に
伴
う
諸
統
計
資
料
。
犯
罪
人

名
籍
・
永
久
選
塗
人
名
簿
等
に
関
す
る
こ

と

町
　
民
　
税
　
係

。
町
県
民
説
、
軽
自
動
車
税
、
そ
の
他
諸
税

の
賦
課
・
税
の
台
帳
等
の
異
動
、
整
理
、

保
全
。
国
民
健
撰
保
険
説
の
賦
課
。
税

の
徴
収
・
納
税
組
合
・
税
の
証
明
等
に

関
す
る
こ
と

固
定
資
産
税
係

。
固
定
資
産
説
の
賦
課
台
膜
等
の
異
動
、
理

理
、
保
全
。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

・
特
別
土
地
保
有
税
の
賦
課
・
特
別
土
地

保
有
税
審
議
雲
　
上
父
納
付
金
の
賦
課
・

説
の
証
明
等
に
関
す
る
こ
と

国
器
は
臆
臆
聞

保
健
衛
生
係

。
環
境
衛
生
。
母
子
保
健
鯖
生
・
各
種

予
防
及
び
予
防
接
種
。
成
人
病
、
そ
の
他

予
防
衛
生
。
畜
犬
・
廃
棄
物
処
理
及
び

清
掃
法
。
基
地
　
o
公
害
対
箭
基
本
法
に

基
づ
く
公
智
・
健
酪
つ
く
り
。
老
人
保

健
部
薬
篭
に
関
す
る
こ
と

福
　
祉
　
係

・
生
活
保
護
、
そ
の
他
扶
助
・
民
生
寛

垂
）
委
員
　
o
社
会
福
祉
協
議
会
。
赤
十

字
社
。
母
子
福
祉
、
鬼
窪
福
祉
、
老
人
福
祉

。
戦
没
者
の
遺
家
族
援
護
　
o
寝
入
恩
給

。
身
体
障
害
者
福
祉
。
浮
浪
者
及
び
行
路

病
死
人
　
∴
発
雷
意
金
及
び
災
或
屡
綬
資

金
。
災
害
救
助
　
o
人
権
よ
う
こ
。
交

通
共
済
・
防
犯
（
防
犯
灯
を
含
む
）
。

特
別
障
害
者
手
当
に
関
す
る
こ
と

国
保
年
金
係

・
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
・
各
種

医
猿
・
敬
老
年
金
。
白
眉
健
授
保
険

。
児
暮
雪
コ
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
垂

扶
養
重
量
に
関
す
る
こ
と
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町内主要施設電話一覧表（293は略します） 

遠　賀　町　役　場12　3　4 �給食セ　ン　タ　ー　3　714 �遠賀郡　消　防　署　12　31 

教　育　委　員　会13　5　5 �老　人　憩　の　家　016　9 �火車の問い合せ　3　9　21 

遠　賀　中　学　校　0　0　4　3 �公　民　館　別　館　12　3　8 �中　央　幼　稚　園　0　0　9　7 

遠賀南　中　学校　5　7　5　7 �遠　賀　霊　園　1211 �山び　こ　保　育　園　2　2　2　7 

島　田　小　学　校　0　0　0　4 �遠賀川　派　出　所　0　0　9　6 �遠賀IIi保育　園　018　4 
広　漠　小　学　校　3　711 �遠　賀　川郵便局　0　0　4　2 �南　部　保　育　園　2　2　5　6 
浅　木　小　学　校　0　0　0　9 �浅、木　郵　便　局　2　3　6　6 �商　　　工　　　会　016　5 

体育セ　ン　タ　ー　5　4　3　4 �松　ノ　木郵便局　2　7　0　0 �遠　賀　郡　農　協　0　014 

国

器

案

国

書
政
商
工
係

・
企
業
の
振
興
・
商
工
業
。
豊
柴
共
済

高
菜
の
漬
管
・
米
穀
管
理
。
消
強
者
行

政
・
建
物
共
済
推
進
協
議
会
・
農
薬
委

員
会
。
仕
産
組
合
長
会
。
鰹
業
者
年
金

。
墨
薔
窟
対
策
・
農
林
水
産
業
の
振
興

・
襲
用
地
利
用
増
進
。
農
業
振
興
地
域
の

整
備
計
画
。
農
作
物
の
病
害
虫
防
除
対
策

・
関
係
団
体
の
育
成
強
化
並
び
に
連
絡
提
携

・
農
業
の
近
代
化
・
農
林
業
資
金
の
融
資

斡
旋
・
農
業
用
水
利
の
調
整
　
o
産
業
銃

計
等
に
関
す
る
こ
と

農
地
整
備
係

。
農
地
等
の
基
盤
避
備
藁
・
農
林
水
産

業
施
設
の
維
持
管
理
・
豊
林
水
産
業
施
設

の
災
害
及
び
鈍
重
覆
旧
・
た
め
池
の
整
備

。
森
林
宝
金
薬
。
保
安
棟
等
に
関
す
る

（回＝同日∪

都
市
整
備
係

。
都
市
計
画
の
企
画
調
整
・
都
市
計
画
道

路
河
川
及
び
都
市
公
園
の
整
備
並
び
に
管
理

。
土
地
区
画
整
理
。
公
共
上
下
水
道
。

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
指
導
・
優
哀

住
宅
優
良
宅
地
の
醇
定
。
市
街
地
再
開
発

藁
・
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
取
引

規
制
・
そ
の
他
都
市
計
画
・
建
築
基
準

法
等
に
関
す
る
こ
と

連
　
語
　
1
　
係

。
露
、
橋
梁
、
河
川
、
堤
防
、
水
路
等
の

管
理
。
未
、
建
築
資
材
の
管
理
及
び
受

払
い
・
他
課
に
虐
す
る
土
木
墓
並
び
に

建
築
事
業
に
対
す
る
技
術
援
助
・
水
防
対

策
・
土
地
の
境
界
確
認
。
砂
利
採
取
法

・
交
通
安
全
対
策

連
　
投
　
2
　
係

・
通
路
、
橋
梁
、
河
川
、
堤
防
∴
給
等
の

新
設
改
良
・
国
、
県
圭
塗
薬
の
促
進

・
防
災
並
び
に
災
害
復
旧
・
失
業
対
策
事

業
・
養
林
水
産
施
設
を
除
／
念
書
全
般
に

関
す
る
こ
と

響
四
囲
起
因

地
域
改
書
係

。
地
域
改
善
対
寵
の
裟
口
企
画
並
び
に
婚
整

o
地
域
改
善
狸
常
葉
の
推
進
・
指
導
相

駿
・
住
宅
資
金
貸
付
等
に
関
す
る
こ
と

四

四

回

！

会
　
計
　
係

。
金
銭
、
金
券
の
出
納
・
有
価
証
券
及
び

担
保
金
の
保
管
。
決
算
。
出
納
緒
帳
票

の
盛
運
保
管
・
収
幕
命
の
審
査
・
出

納
貝
・
物
品
の
崩
保
管
・
源
泉
徴
収

事
務
・
給
食
費
の
徴
収
・
そ
の
他
収
入

役
の
専
務
等
に
関
す
る
こ
と

（闇＝開国＝圃∪

学
校
教
育
係

。
馨
曇
貴
会
の
会
議
・
霊
罵
、
公
民

館
の
職
員
の
任
免
そ
の
他
の
人
事
・
教
育

目
的
の
た
め
の
垂
令
財
産
管
理
及
び
運
用

・
学
校
の
設
置
、
管
理
及
び
廃
止
。
馨

財
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
。
教
具
そ

の
他
の
整
備
・
教
育
委
員
会
規
則
の
制
定

又
は
改
廃
・
教
育
の
調
査
及
び
統
計
・

文
書
の
収
受
、
発
送
、
締
さ
ん
及
び
保
存

。
学
校
の
職
員
の
任
免
そ
の
他
の
人
事
・

簿
用
図
書
の
採
択
・
挙
脅
効
果
の
評
価

・
馨
茂
び
蟄
貝
の
事
務
・
学
校
職
員
並

び
に
児
童
生
徒
の
保
健
待
望
、
福
利
及
び
厚

生
。
児
童
、
生
徒
の
就
学
・
連
接
謹
及

び
準
衷
保
護
児
室
生
従
。
学
校
医
、
学
滋

歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
堅
守
に
関
す
る
こ
と

閏
賀
田
開
高
離

社
会
教
育
係

。
公
民
館
、
そ
の
他
社
会
馨
横
関
の
設
置

管
理
及
び
廃
止
・
社
会
馨
巻
貝
、
公
民

館
雷
管
審
議
会
委
員
の
委
嘱
及
び
任
命
並
び

に
会
韻
・
社
会
教
育
関
係
団
体
の
聾

成
・
端
座
の
開
設
及
び
討
論
会
、
講
習
会

講
演
会
等
の
開
催
並
び
に
こ
れ
ら
の
奨
励

・
社
会
教
育
資
料
の
刊
行
及
び
配
布
・
社

会
教
育
の
た
め
の
必
要
な
設
備
、
器
材
及
び

資
材
の
提
供
　
o
情
報
の
交
換
及
び
調
査
研

究
o
青
年
学
級
、
婦
人
学
級
　
o
ユ
ネ
ス
コ

活
動
・
纏
欝
琵
琶
。
文
化
財
の
保
護

o
青
少
年
の
保
製
育
成
・
文
化
、
芸
術
の

向
上
・
遠
賀
町
公
民
館
運
営
等
に
関
す
る

こ
と体

　
育
　
係

・
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
社

全
体
苔
機
関
の
設
恒
、
管
理
及
び
廃
止
　
o

体
育
指
注
委
員
の
任
命
並
び
に
会
談
。
社

会
体
育
関
係
団
体
の
指
導
育
成
。
学
校
施

設
を
利
用
す
る
社
会
体
育
・
社
会
体
育
資

料
の
刊
行
及
び
配
布
。
社
会
体
育
の
た
め

に
必
要
な
設
備
、
器
材
及
び
資
材
の
提
供

・
ス
ポ
ー
ツ
の
掘
興
等
に
関
す
る
こ
と

襲
園
田
田
山

給
食
セ
ン
タ
ー
係

・
給
食
に
必
要
な
物
資
の
購
入
及
び
献
立
、

調
理
、
運
搬
。
給
食
に
関
す
る
経
理
、
そ

の
他
学
嬢
襲
愚
薬
に
関
す
る
こ
と

開
賀
田
発
音
緊
囲
同

議
会
事
務
係

。
町
議
会
　
o
町
襲
霞
目
・
公
聴
会

o
会
蟻
の
傍
聴
人
・
請
願
書
、
馨

・
そ
の
他
謹
套
全
般
に
関
す
る
こ
と



慕（側・電・ 潰〉調和 �壁∴増∴尊 �壁∴呼∴坤 

善∴∴噂黒 雲什∴常時 （拳謡） �油苔進出昌 � 

（垂匡二重垂）・青井∴只璃〈軸粕 

莱埋∴寝晴 �嬢鎚∴渥蝿 

饗宋∴∴繋・渡田淋迅叶〈前掲〉 

基部∴∴以 �惟∴∴遜営 �婁犠∴高話・営塾∴∴雑 （重要二重D 

陸田　由紀 �粒∃　洗車 

米ロ1激 �回田　築叶 �瑳∴∴燥言・Ⅲ憧∴起叶 

計田城腹中・÷詮∴輩墳 

薄田　豊川 � 
鯨替∴哩駄・配せ∴樵に 

軽米∴嘲他 �岨湊∴∴曽・K来：∴！昧 

王手淋最小 �幽層∴築冨 �轄∃　噂肘・甘薯中二、叶 

将朱∴槙車 

也軍∴駐車 �三嘩∴出穂・紳□　総長 

田甘∴鮒寓 � 
度畦∴桂＜ 

選曲　出田 �王宮∴諜哩 � 

謎や∴単性 �終曲　様様主（璽堅二重重） 

康隆∴海戦 �緯軸∴皆様 �山勘∴塵酔・如忠言的腺 

経口　聖普 � 

幽艶的測 �� 
特約∴∴遵 �鴬∴∴賦課・美田　忠相 

環境∴漣忠 �鮮∴∴田沼 � 

鮮∴∴∴姓 �≡蛙薄黒Ⅲ小 

脚米∴旧く �田口　句1 � 
寧雪∴車両・（五重二重） 

（璽垂垂⑪ 
井田　揃慈 � 

蒋里∴油雲 �日豊∴搭＋ � ⑱垂垂直）・（墨壷重要亘） 
（重垂二二重臣）・（国亘二重丞） 

環境∴∴染 � 峨嘩∴∴謙・性雪∴曾虫・添田 
摸群小・持せ∴冊と・馬噴∴隷冊 

謙田　営漣 � �喜田　群小・（璽亘二重⑪ 

回
避
盛
語
吊
生
国
弧
掴
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がかに国。定額保険料を毎月納めた場合
1年間　85200円

04月に1年分前納した場合

83140円

割り引き顔　色060円

o付加保険料を毎月納めた場合

1年諦司∴∴A800円

。4月に1年分前納の場合

籠実務籠籍雷　＿　籍藷議籍

蓋
茎
壷
を
蛋
藍
茎
蚤
争
蛋
誓
蓑
蚤
を
蛋

鵡
国
民
　
年
　
金
醐

意
雷
雲
意
甚
毛
や
嘗
誓
書
董
意
崎
や
督
ゼ

今
月
か
ら
新
年
金
制
度
ス
タ
ー
ト

新
年
金
制
度
で
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の
範
囲
が
拡
大
さ

れ
、
厚
生
年
金
保
険
（
現
行
の
船
員
保
険
を
含
む
）
の
被
保
険
者
手
兵
詣
組
合
の
襲
口

貝
、
及
び
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
二
〇
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
の
人
も
国
民
年
金
に
必
ず

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国

民

年

金

の

被

保

険

者

は

次

の

三

種

類

曾
思
量
者
、
農
林
漁
業
従
蜜
暑
及
び
そ

の
奥
さ
ん
で
、
会
社
勤
め
で
な
い
人
が
第
一

号
被
保
険
者
。

⑧
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
本
人
、
つ
ま
り
厚
生
年

金
保
険
の
被
保
険
者
、
共
済
組
合
の
襲
員

は
第
二
号
被
保
険
者
。

⑧
第
二
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
が

笹
一
一
号
被
保
険
者
で
大
部
分
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
無
柴
の
奥
さ
ん
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
で
も
、
厚
生
年

金
保
険
の
被
保
険
者
か
共
済
組
合
の
塞
貝

で
あ
れ
ば
、
第
二
号
被
保
険
者
と
な
り
、
奥

さ
ん
が
自
営
業
で
あ
る
程
度
の
収
入
が
あ
り

こ
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
奥
さ
ん
は
第

一
宮
詣
廃
除
者
と
な
り
ま
す
。

国

民

年

金

に

未
加
入
の
奥
さ
ん

四
月
に
必
ず
届
出
を

国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
て
い
な
い
奥

さ
ん
は
、
四
月
か
ら
強
制
加
入
と
な
り
ま
す

第
一
言
号
賀
保
険
者
の
該
当
届
を
四
月
中
に
役

場
国
民
年
金
係
ま
で
に
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
納
め
な
い
で
よ

い
の
に
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
た
り
、
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
し
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い。
共
済
組
合
等
で
、
こ
主
人
の
勤
務
先
が
届

出
の
と
り
ま
と
め
と
提
出
の
代
行
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
こ
主
人
の
勤
務
先
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
前
納
す
る
と

割

引

き

さ

れ

ま

す

国
民
霊
の
保
険
料
は
、
定
額
保
険
料
と

付
加
保
険
料
と
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

四
月
分
か
ら
翌
年
三
月
分
ま
で
の
一
年
分
を

ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

月
か
ら
新
し
い
年
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

新
年
金
制
度
で
保
険
料
を
今
ま
で
ど
お
り

納
め
て
い
た
だ
く
第
一
号
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
、
こ
の
機
会
に
保
険
料
の
一
年
前
納
を
お

す
ず
め
し
ま
す
。
保
険
料
の
前
納
割
引
は
次

の
と
お
り
で
す
。

島

門

小

学

校

転
出
　
職
名
・
氏
名
・
振
出
先
（
追
越

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
諭
馬
場
秀
憲
　
小
竹
西
小

鼓
諭
　
中
西
恵
美
子
　
伊
左
庭
中

教
諭
　
中
尾
治
美
　
附
属
小
倉
小

畦
入
　
職
名
・
氏
名
∴
前
任
校
（
新
任
）

の
頓
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
諭
　
後
藤
∴
雄
一
　
小
竹
北
小

広

渡

小

学

校

中
里
　
京
子
　
海
老
津
小

浦
　
初
枝
　
広
漠
小

石
崎
桂
一
郎
　
頃
乗
小

葉
田
　
美
紀
　
新
任

教
諭

深
官
　
憲
　
山
田
小

楠
　
初
枝
∴
島
田
小

野
村
∴
－
環
　
退
職

山
崎
入
江
千
　
秋
小

石
日
　
詰
司
　
新
任

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、

（
2
9
3
）
1
2
3
4

浅

木

小

学

校

腰
出

養
露
塩
川
垂
枝
∴
芦
屋
東
小

転
入

養
護
教
範
∴
重
岡
暢
子
新
任

遠

賀

中

学

校

転
出

教
諭
　
奈
壬
息
子
　
岡
垣
東
申

教
諭
青
村
　
平
　
声
昼
中

教
諭
御
領
奈
保
子
　
芦
屋
申

教
諭
重
恩
曹
司
　
小
竹
申

養
護
教
諭
手
嶋
陽
子
　
芦
屋
中

富
務
職
員
河
西
康
夫
伊
左
庭
中

転
入

籠
乗
　
浩
一
　
埜
話
中

籠
　
高
山
　
影
二
　
岡
垣
雷

教
諭
　
久
野
英
威
　
岡
垣
東
申

教
諭
∴
樋
高
　
畠
天
　
声
昼
中

養
護
籠
　
梶
山
登
喜
子
岡
垣
中

事
務
職
員
東
田
雅
子
水
巻
南
中

遠
賀
南
中
学
校

転
出

鶉
早
川
　
博
道
　
岡
肩
青
苗

教
諭
　
吉
田
恵
美
子
　
退
職

語
人

数
約
－
紀
成
慶
子
　
岡
垣
申

務
　
田
井
村
瑞
恵
　
新
任



会場がコミュニティセンターになるサークルiお　センター完成後掲載します。

▽
申
込
先

中
央
　
白
土
伸
子

遠
賀

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

◎
遠
賀
ク
ラ
ブ
男
子
及
び

遠
賀
ク
ラ
ブ
女
子

▽
錬
習
日
　
毎
週
水
曜
日
、
壷
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
所
遥
話
中
学
校
体
育
館

▽
対
　
象
　
高
校
生
以
上

▽
会
安
一
般
　
月
五
百
円

高
楼
生
　
月
一
一
吾
円

▽
申
込
先
別
府
　
宮
原
征
四
郎

衝
（
2
9
3
）
3
1
3
7

◎
遠
賀
マ
マ
ク
ラ
ブ

▽
練
習
日
　
毎
週
火
圃
日
、
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
遠
賀
中
学
校
区
内
の
マ
マ
さ
ん

▽
会
費
　
生
島

舘
（
2
9
3
）
4
5
6
9

◎
遠
賀
南
マ
マ
ク
ラ
ブ

▽
練
習
日
　
毎
週
月
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
－
2
1
時
0
0
分

▽
場
　
所
遠
賀
塞
屈

▽
対
象
南
中
学
橙
反
丙
の
マ
マ
さ
ん

▽
会
費
月
五
百
円

▽
申
込
先
　
上
別
府
　
筋
田
初
子

舘
（
2
9
3
）
2
9
7
7

何
回
回
国
∪

▽
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日

▽
時
　
間
　
駕
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
　
所
広
渡
小
学
校
体
百
倍

▽
対
象
中
学
生
以
上

▽
会
　
費
　
室
一
宇
円

▽
申
込
先
甫
嶺
会
場
か
、
遠
賀
用
談
尾
修

身
　
＄
（
2
9
3
）
0
1
1
6

今
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
の
年

で
す
。
み
ん
な
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
っ

て
第
2
の
プ
ラ
テ
ィ
ー
ニ
や
マ
ラ
ド
ー
ナ
に

な
ろ
う
。

▽
練
習
日
　
火
、
金
曜
を
除
く
毎
日

遍
一
回
参
加
で
も
可
）

▽
時
　
間
　
1
6
時
5
0
分
－
1
8
時
5
0
分

▽
場
所
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
対
∴
象
　
小
学
二
年
～
小
学
六
年
（
中
学

生
も
可
）

▽
会
　
寅
　
星
i
五
百
円

▽
申
込
先
番
木
　
嶋
崎
慎
吾

澱
（
2
9
3
）
6
7
3
3

又
は
麗
会
場
ま
で

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
会
　
賞

▽
対
∴
象

▽
会
員
数

1
0
時
5
0
分
～
1
2
時
5
0
分

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

月
五
百
円

原
則
と
し
て
家
庭
婦
人

十
一
客

◎
一
般
の
部

▽
練
習
日
　
毎
週
火
田
口
、
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
所
遠
賀
南
中
学
校
体
育
館

▽
会
　
安
　
里
i
円

▽
対
∴
象
　
高
校
生
以
上
の
男
女

▽
会
員
数
　
二
十
名

◎
マ
マ
さ
ん
の
部

昨
年
九
月
に
で
き
た
ば
か
り
の
ク
ラ
ブ
で

す。▽
響
日
　
毎
週
月
曜
日
（
第
4
週
は
火
筒

日）

▽
申
込
先
虫
生
津
　
完
山
泰
子

舘
（
2
9
3
）
2
6
6
6

園
田
田
圃
閏
親
的

▽
対
∴
象
　
小
学
一
年
生
以
上
。

女
子
も
大
歓
迎
で
す
。

◎
遠
賀
教
室

▽
鎌
習
日
　
毎
週
月
曜
日
、
金
曜
日
　
第
一

武
道
場
（
中
天
公
民
館
横
）

毎
週
火
曜
日
、
土
曜
日
　
南
中

学
校
武
道
場

毎
週
水
曜
日
、
着
日
　
島
田

小
学
校
体
育
館

▽
時
　
間
　
1
8
時
～
1
9
時
5
0
分

▽
申
込
先
　
4
月
ュ
4
日
（
月
）
1
8
時
集
合

第
一
武
道
場
に
て

▽
聞
合
先
上
別
府
　
石
松
教

範
（
2
9
3
）
2
9
9
4

◎
広
波
教
室

▽
開
催
日
　
毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日
　
広
漠

小
学
校
体
育
館

▽
時
　
間
　
1
8
時
～
1
9
時
5
0
分

▽
申
込
先
　
1
月
ュ
5
日
（
火
）
　
1
8
時
集
合

瞭
渡
小
学
校
体
育
館
に
て

▽
製
晃
中
英
寺
寄
義
忠

節
（
2
9
3
）
2
2
6
0

園
0
両
園
田
日
日

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
、
柔
軟
体
操
な
ど
楽
し
く
気
軽
に
出
来

る
連
動
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
例
会
日
　
毎
週
水
曜
日

▽
時
　
間
　
ュ
3
時
5
0
分
～
ュ
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
会
　
費
　
月
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
木
守
　
福
田
マ
サ
子

＄
（
2
9
3
）
0
1
6
8

（
圃
聞
＝
回
＝
回
＝
閤
＝
㊤

今
、
健
読
時
代
。
だ
か
ら
亨
ノ
イ
体
操
」

で
す
。
ジ
ャ
ズ
体
操
と
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を

主
軸
に
誰
に
で
も
山
乗
る
楽
し
い
体
操
で

す。◎
東
和
苑
公
民
館
教
委

▽
例
会
日
と
時
間

毎
週
火
曜
日
1
9
時
0
0
分
～
2
1
時

毎
週
金
曜
日
1
0
時
～
1
2
時

◎
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
教
室

▽
例
会
目
　
毎
週
水
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
ュ
2
時

▽
入
会
金
千
五
百
円

▽
会
費
千
五
百
円

▽
申
込
先
東
和
宛
　
若
造
七
美
恵

節
（
2
9
3
）
3
6
1
3
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▽
申
込
先

記念植樹をする柴田遠賀町長

島門小学校「線の少年団」　　　重義をする津田重曹君

遠
賀
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

高
校
生
以
上
の
男
性
、
奮
、
初
心
者
、

以
前
経
験
の
あ
る
方
な
ど
、
気
踵
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
0
0
分

▽
場
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
会
費
　
生
白

▽
申
込
先
浅
木
　
嶋
崎
慎
吾

＄
（
2
9
3
）
6
1
3
3

ま
た
は
面
授
会
場
ま
で
。

田
園
四
囲
霞
田
岡

高
校
生
以
上
の
男
女
を
募
集
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
、
長
く
続
け
る
気
詩
の
あ

る
方
、
初
心
者
の
方
を
大
歓
迎
し
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日
は
1
5
時
よ
り
、
日

▽
場
　
所

圃
日
は
9
時
よ
り
2
～
3
時
間

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

小
川

衝
（
2
9
3
）
5
8
6
8

ま
た
は
面
接
会
場
ま
で
。

議
書
霜
賀
田
霞

初
心
者
の
方
、
気
韓
に
こ
塞
加
く
だ
さ
い

。
煎
茶
　
小
笠
原
流

・
抹
茶
表
千
家

▽
例
会
日
　
毎
月
毎
二
、
第
二
、
第
三
火
砲

日

▽
時
　
間
煎
茶
∴
同
時
～
1
2
時

抹
茶
　
ュ
3
時
～
ュ
5
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
茶
室

▽
申
込
先
鬼
法
　
学
田
富
美
子

衝
（
2
9
3
）
4
5
2
5

（
回
国
同
国
㊤

▽
例
会
自
　
毎
週
火
曜
日

▽
時
　
間
　
2
0
時
～
2
2
時

▽
場
　
所
浅
木
公
民
館

▽
申
込
先
　
浅
木
　
芳
賀
拓
次
郎

＄
（
2
9
3
）
1
0
2
1

少
年
少
女
民
腰
教
室

▽
例
会
日
　
毎
週
土
曜
日

▽
時
　
間
　
1
7
時
0
0
分
～
1
8
時
0
0
分

▽
場
所
浅
木
公
民
館

▽
申
込
先
添
木
　
岩
本
使

節
（
2
9
3
）
4
8
3
9

g
回
田
回
国
田
園

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生

の
男
の
子
、
女
の
子
は
、
ど
ん
ど
ん
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
毎
月
第
3
日
曜
日
（
雨
天
中
止
）

▽
時
　
間
　
ュ
0
時
～
1
2
時

▽
対
　
象
　
小
学
生
男
女

▽
参
加
料
　
三
百
五
十
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険

料）

▽
申
込
先
浅
木
　
嶋
崎
慎
吾

澱
（
2
9
3
）
6
7
3
3
ま
た

は
宿
按
会
場
ま
で
。

自
然
を
大
切
に

県
植
樹
祭
聞
か
れ
る

園
田
田
園
的
圏

劇
団軸

「
未
来
へ
つ
を
ご
う
水
と
緑
の
豊
か
食
餌

土
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
笹
二
十
七
回
福
岡
県

植
樹
祭
が
三
月
二
十
二
日
、
町
民
の
森
で
約

二
百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

奥
田
福
岡
県
知
事
を
は
じ
め
、
地
元
選
出

国
会
酸
貝
、
県
裟
一
議
員
の
方
々
が
代
表
し

て
国
の
木
桜
、
県
の
花
椿
、
町
の
木
モ
ク
セ

イ
を
と
を
植
樹
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い

に
く
雨
天
の
た
め
、
式
典
は
急
き
ょ
体
育
セ

ン
タ
ー
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
奥
田
知
事

が
「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
緑
豊
か
を
明

る
い
県
を
目
指
し
て
緑
化
運
動
を

進
め
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
島

門
小
学
棲
緑
の
少
年
団
（
四
十
六

人
）
が
脚
を
は
っ
て
入
場
し
、
緑

の
少
年
団
を
代
表
し
て
五
年
三
組

の
津
田
直
富
君
が
「
美
し
い
郷
土

の
緑
を
守
り
、
自
然
を
憂
す
る
心

と
体
を
鍛
え
ま
す
」
と
元
気
い
っ

ぱ
い
に
宣
誓
し
ま
し
た
。

食
お
、
次
の
方
々
が
緑
化
功
労

者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
（
町
内
関
係
者
の
み
敬
称
略
）

福
岡
県
線
化
誰
海
委
員
会
会
長
表
彰

別
　
府
　
石
田
　
頼
経

遠
賀
町
長
惑
棚
状
授
与
者

遠
賀
川
　
別
田
　
悦
沼

尼
　
崎
　
中
西
良
三
郎

旧
　
停
　
山
本
　
運

上
別
府
　
高
　
万
年

遠
賀
川
　
土
師
　
和
枝

表
彰
状
を
手
渡
す

奥
田
県
知
事
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貸付利率改定
一国民金融公庫－

【＞利　率　年7．2着→年6．93を

＞改定日　昭和61年2月28日

から

詳細については、国民金融公

庫JL幡支店融資相談窓口一番
八幡西区黒崎3の1の7
年B C641）7715へどうぞ。

の▽　▽　　　▽

璧入　内
見場　密　会

謂籍彊
講毒鷲
宝木　　や2撃∴震

身
体
瞳
富
者
の
み
な
さ
ん
へ

巡
回
椙
敏
が
あ
り
ま
す

防

火

管

理

者

資
格
碩
得
講
習
会

中
遠
地
区
「
少
年
の
船
」
団
員
募
集

中
間
、
遠
賀
地
区
の
次
代
を
担
つ
少
年
が

集
い
、
船
上
で
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
、

沖
縄
見
学
を
通
し
て
、
お
互
い
の
友
情
を
深

め
な
が
ら
、
団
体
生
活
の
厳
し
さ
や
、
楽
し

さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
期
間
8
月
8
日
（
金
）
～
8
月
1
2
日

（
火
）
　
（
4
泊
5
日
）

▽
研
修
地
　
沖
縄
本
島

▽
対
象
及
び
人
員
小
学
校
4
年
～
6
年
生

百
二
十
名

▽
募
集
娼
問
　
1
月
1
日
～
1
月
0
0
日

申
込
書
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
4
月
郷
日
（
水
）

1
0
時
～
1
4
時
3
0
分

▽
鴇
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

▽
対
象
者
身
体
障
蕾
者
手
帳
所
持
者
お
よ

び
戦
傷
病
者
で
相
談
の
必
要
が
あ

る
者
、
新
た
に
同
手
帳
の
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
（
内
部
障
富

者
は
除
く
）

▽
相
談
内
容

o
補
装
具
の
交
付
、
修
理
の
聾
合
判
定
処

方
、
適
合
判
定

・
更
生
医
療
給
付
蓋
の
判
定

o
寮
歴
垂
暑
更
正
援
護
施
設
や
福
祉
施

設
へ
の
入
所
指
導

・
婁
障
害
董
＋
寝
交
付
判
定

・
肢
体
不
自
由
由
児
の
療
育
相
談
等

・
そ
の
他
更
仕
清
談
に
関
す
る
こ
と

▽
持
参
品
印
鑑
（
霹
塞
署
手
帳
所
持

▽
日
　
時
　
5
月
ュ
4
日
、
1
5
日

9
時
～
ュ
6
時
如
分

▽
場
所
遠
賀
郡
消
防
本
誌
講
堂

▽
対
象
者
　
防
火
管
理
者
を
必
要
と
す
る
事

業
所
の
関
係
者

▽
申
込
受
付
　
4
月
1
4
日
～
4
月
1
9
日

▽
受
講
料
　
三
千
二
百
円

▽
そ
の
他
　
写
真
一
枚
（
ラ
イ
カ
版
）
必
要

▽
申
込
先
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

＄
（
2
9
3
）
1
2
3
1

N
 
H
 
K

「
お
か
あ
さ
ん
の
勉
強
教
室
」

ガ
イ
ド
配
布
中

効
果
的
、
計
画
的
に
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
学
年
こ
と
に
放
送
予
定
を
掲
載
し
た
「
お

か
あ
さ
ん
の
勉
強
室
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
、

こ
希
望
の
方
に
お
分
け
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
方
法
　
郵
便
料
（
切
手
可
で
二
部
ま

で
六
十
円
）
を
添
え
、
希
望
部

数
を
明
紀
の
う
え
申
込
み
の
こ

と
。
先
聾
一
万
部

▽
申
込
先
　
子
細
福
岡
市
中
蓄
美
神
2

の
6
の
⊥
　
N
H
K
福
岡
放
送

局
放
送
部
「
お
か
あ
さ
ん
の
勉

強
室
」
係

福
岡
県
一
一
級
、

木
造
建
築
士
試
験

愛

の

協

賛

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

芸

能

祭

舞
　
夢

協
賛
募
金
の
一
部
は
遠
賀
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
娼
い
た
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
4
月
如
日
（
日
）

n
時
開
始

▽
揚
所
　
中
天
公
民
館
大
ホ
ー
ル

昭
和
6
1
年
度
の
試
験
か
ら
は
、
（
㊧
建
築

技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
が
福
岡
県
に
代
わ

り
試
験
事
務
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。▽
試
験
日
　
学
科
1
月
妨
白
（
日
）

▽
申
込
書
配
布
　
4
月
1
4
日
～
4
月
2
5
日

▽
申
込
受
付
　
1
月
2
1
日
、
綴
目

小
倉
馨
寒
露

詳
細
に
つ
い
て
は
、
（
財
）
建
築
授
術
数
音

詩
及
セ
ン
タ
ー
九
州
支
部
†
8
1
2
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
2
丁
目
9
番
1
号
　
禽
0
9

2
（
4
7
1
）
6
3
⊥
0
へ
ど
う
ぞ
。
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続
吐
速
賀
町
文
蛍
丁
散
歩

西
川
を
遡
る
（
Ⅲ
）

白
水
川
を
流
れ
に
沿
っ
て
の
ぼ
っ
て
ゆ
く

と
、
こ
の
あ
た
り
は
普
「
馬
喰
」
「
落
ロ
」
「
白

水
」
「
打
越
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う

で
、
炭
坑
社
宅
が
で
き
る
ま
で
は
閑
か
な
山

村
の
一
角
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

後
年
炭
坑
の
ボ
タ
山
が
で
き
た
り
、
た
く

さ
ん
の
炭
住
が
で
き
た
り
し
て
、
昔
の
面
影

は
う
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。

ゆ
る
や
か
な
登
り
を
す
ぎ
て
、
や
が
て
道

は
芙
蓉
団
地
に
か
か
り
、
仏
の
辻
と
呼
ば

れ
、
昔
、
大
き
な
寺
院
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ

る
森
が
冬
も
緑
の
色
を
た
た
え
る
。

こ
こ
か
ら
出
土
し
た
十
二
神
将
像
や
薬
師

如
来
像
な
ど
は
哀
楽
寺
に
移
さ
れ
た
と
聞

く
。
さ
ら
に
登
る
と
、
新
し
く
築
か
れ
た
基

地
公
園
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
眼
下
に
倉
谷

下
池
が
滴
々
と
水
を
た
た
え
て
、
ほ
と
り
の

冬
木
の
影
を
映
し
て
い
る
。

池
の
右
側
の
道
を
の
ぼ
る
と
、
馬
頭
岳
へ

の
登
山
口
で
あ
る
。
小
さ
い
流
れ
を
左
に
渡

り
、
急
な
坂
道
を
登
る
と
権
現
さ
ま
と
呼
ば

れ
る
両
が
あ
る
。
香
春
権
現
を
招
嗣
し
、
地

元
の
安
全
と
豊
作
を
祈
っ
た
と
聞
く
。

い
つ
か
来
た
時
、
歯
桑
原
が
美
し
か
っ
だ

と
こ
ろ
を
通
り
ぬ
け
、
道
が
一
度
少
し
下
り

若
松
の
林
を
過
る
と
、
事
の
通
る
ほ
ど
の
道

に
出
る
。
こ
れ
が
鞍
手
町
と
の
現
で
あ
る
。

道
の
左
を
谷
川
が
流
れ
、
や
が
て
空
が
展

げ
、
山
峡
に
田
が
見
え
る
。
狭
い
棚
田
の
よ

う
な
田
の
面
が
何
枚
か
続
き
、
迫
っ
て
く
る

山
影
の
陽
の
光
を
求
め
る
か
の
よ
う
に
見
え

る。
犬
が
二
匹
と
び
出
し
て
き
た
、
と
思
う
と

一
人
の
お
古
姪
の
姿
が
現
れ
る
。
徳
竹
を
切

っ
て
手
拍
車
い
っ
ぱ
い
に
積
ん
で
下
っ
て
く

る。
顔
見
知
り
の
志
和
さ
ん
と
わ
か
り
、
篠
竹

の
用
途
を
尋
ね
る
と
、
繕
い
だ
。

猪
が
出
る
の
で
田
ん
ぼ
に
入
ら
ぬ
よ
う
に

猪
垣
を
造
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
こ
ん
な
浅

出
題
　
本
因
坊
∴
武
官
　
正
樹

自
先
勝
・
5
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
　
ま
ず
キ
り
を
入
れ
る

2
分
で
3
級
、
ノ
ー
タ
イ
ム
な
ら

有
段
看
。

い
山
に
も
猪
が
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

そ
う
言
え
ば
先
日
鞍
手
で
も
聞
い
た
の
だ

が
、
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
大
谷
の
裏
側
に
当
る

西
山
で
、
や
は
り
猪
に
畑
が
荒
さ
れ
る
と
の

こと。西
川
炭
田
の
北
の
端
に
な
る
こ
の
あ
た
り

は
、
戦
後
の
石
炭
ブ
ー
ム
の
頃
に
も
、
大
谷

に
鉱
山
が
あ
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
で
毎
日
た
く

さ
ん
の
石
炭
が
山
を
下
っ
て
、
遠
賀
川
駅
か

ら
汽
車
で
送
り
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い

だす。炭
坑
が
止
ま
っ
て
自
然
が
背
の
静
け
さ
に

戻
り
、
炭
坑
で
働
い
た
人
た
ち
の
姿
も
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
山
奥
も
、
昔
の
動
物
の
世
界

が
廻
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
少

し
登
る
と
地
蔵
峠
で
あ
り
、
三
部
尾
崎
も
あ

ま
り
遠
く
な
い
。
春
の
匂
い
が
枯
木
の
底
か

ら
湧
い
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
片
山
花
衝
き

閣
聞

講
演
会
の
お
誘
い
　
ー

ー
遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
－
…

一
般
の
方
々
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
…

す
。
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
、
ど
う
ぞ
m

ご参加ください。　　　－

▽
日
時
4
月
1
9
日
（
も
　
ー

1
3
時
0
0
分
～
　
　
　
叫

▽
場
所
英
食
餌
2
璧
馨
i

▽
講
演
「
選
局
の
壁
書
∴
…

▽
講
師
柴
田
貴
志
氏
（
水
巻
町
郷
…

土
全
き
∴
∴
∴
　
調

▽

参

加

無

料

　

　

　

　

“

な
お
講
演
終
了
後
、
総
会
を
閲
き
ま
…

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

m

出
魔
　
人
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
　
駒
取
り
流
は
っ
ま
く
い

き
ま
せ
ん
。

7
分
で
2
級
、
1
分
で
有
段
者

絶
間
　
角
全
会

－
一
三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

（
講
隷
覚
日
韓
）
　
p
I
虫
′
　
∽
小
出
．

鼻
起
ゆ
′
　
画
業
ノ
ー
日
韓
淳
．
田
山
．

∽
日
や
叫
べ
『
≠
蒜
S
e

（
遭
難
）
　
－
日
通
け
さ
J
八
へ
叫
調
川

洋
行
油
単
ざ
ペ
ヾ
＼
0
　
＿
－
由
サ
手

鼻
瞳
吟
行
H
S
廉
（
青
や
壕
r
J
 
b
‖

滅
詩
学
】
山
手
↑
・
S
T
吉
山
小
山
o



春

）01（餌閲西田盛

健
勝
聖
衛
丑
の
衆
∴
り
ジ

・
妊
老
婦
絹
江
談

予

種

予

防

接

種

の

申

込

み

方

法

各
予
防
接
種
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で

に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
健
衛
生
係
に
申

込
み
を
し
て
問
診
票
と
注
意
書
を
受
領
し
て

く
だ
さ
い
。
問
診
票
を
受
領
さ
れ
な
い
と
予

防
援
程
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
日
せ
き
、
破
復
員
）

▽
接
極
目
　
4
月
n
日
金
）
　
済

5
月
8
日
余
）
　
二
回
自

6
月
4
日
（
水
）
　
三
回
自

6
月
幻
白
金
）
　
四
回
目

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
宣
4
時

整
理
　
⊥
3
時
5
0
分
～

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者

・
第
一
期
　
生
後
2
4
～
4
8
カ
月
児

。
第
二
期
第
一
期
終
了
後
、
ュ
2
～
ュ
8
カ
月

経
過
の
幼
児

▽
接
穂
方
法

。
第
一
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か
三
回
接
種

・
第
二
抽
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か
一
回
接
種

▽
持
参
晶
　
問
診
票
、
母
子
手
寝

生
後
4
8
カ
月
を
す
ぎ
た
幼
児
は
二
麗
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
額
で
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ポ
　
リ
　
オ
生
　
ワ
　
ク

▽
接
種
日
　
5
月
1
日
（
水
）

▽
時
　
間
受
付
　
1
3
時
的
分
～
1
4
時

投
与
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
所
英
公
民
館

▽
対
象
者
生
後
3
ヵ
月
～
館
カ
月
未
満
児

▽
接
壁
〔
法
　
六
週
間
以
上
の
間
隔
を
お
い

て
二
回
投
与

▽
持
参
晶
母
子
手
帳
、
問
診
票

ポ
リ
オ
投
与
を
受
け
た
裳
口
、
5
月
8
日

の
三
種
混
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
鯛
　
日
　
4
月
認
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
2
0
分
か
ら
、
終
了
は
1
5
時

00分

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
品
帥
巽
母
子
手
帳
受
領
者
の
み
）

▽
内
　
容
　
新
生
児
の
扱
い
方
、
入
浴
指
導

母
子
手
腹
交
付

▽
料
金
　
無
料

不
妊
症
　
の
　
お
話
　
㈹

折
尾
田
中
産
婦
人
科
医
院
畏
　
田
　
中
　
壮
　
介

昭
和
6
1
年
度

食
生
活
改
善
推
進
教
室
の

受
請
者
を
募
集

地
域
に
お
け
る
食
生
活
改
善
の
普
及
徹
底

を
図
り
、
健
簾
や
栄
養
に
関
す
る
知
蘭
の
学

習
、
実
践
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す

▽
閑
縫
目
　
5
月
～
来
年
3
月
ま
で
毎
月
一

回
（
第
一
全
問
白
ま
た
は
第
三

金
曜
日
）
年
間
ュ
2
回

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
ュ
2
時

▽
開
溝
助
所
遠
詰
所

▽
受
講
料
無
料

▽
申
込
締
切
　
4
月
1
7
日
（
木
）
役
場
衛
生
係

▽
そ
の
他
　
十
回
以
上
の
爪
霹
者
に
は
、
修

了
証
害
を
交
付
し
ま
す
。

尚
整
卒
業
後
は
遠
賀
町
食
生

活
改
善
推
進
員
（
緑
黄
会
）
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す

昨
年
十
一
月
十
一
日
、
日
本
の

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
、
新
し
い
体

外
受
精
の
成
功
を
大
々
的
に
報
じ

ま
し
た
が
、
日
本
の
医
術
も
す
ぼ

ら
し
い
で
す
ね
。

全
く
で
す
。
心
強
い
限
り
で
す
。
塵
界
近

郊
に
あ
る
越
谷
市
立
病
院
の
産
婦
人
科
医
長

の
田
中
温
博
士
（
三
十
五
歳
）
を
中
心
と
す

る
三
人
の
若
手
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
画
期
的

研
究
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ん
な
方
法
で
す
か
。

今
ま
で
日
本
で
は
、
体
外
受
精
は
十
例
近

く
成
功
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
受
精
卵

を
子
宮
内
に
も
ど
す
方
法
で
し
た
。
今
回
の

方
法
は
、
卵
子
を
採
っ
た
ら
語
手
と
媒
液
に

入
れ
、
二
時
間
後
に
卵
管
内
に
注
入
す
る
の

で
す
。
人
為
的
操
作
が
少
な
く
、
自
然
の
ま

ま
受
精
、
着
床
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
こ

の
方
法
が
情
界
の
主
流
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
精
子
減
少
症
に
も
受
箱
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
、
こ
ん
な
歴
史
研
究

が
出
来
た
の
で
す
か
。

①
若
い
三
人
の
医
師
の
幡
熱
と
瀾
ち
あ
ふ

れ
る
ア
イ
デ
ア
。
②
動
物
で
基
礎
実
験
を
蕊

ね
て
か
ら
、
こ
の
学
理
を
人
体
に
応
用
し
た

こ
と
。
⑧
畜
産
学
の
最
近
の
知
識
を
活
用
し

た
こ
と
。
④
実
施
に
あ
た
っ
て
、
不
眠
不
休

で
二
十
四
時
間
以
上
、
患
者
に
密
着
す
る
こ

と
も
い
と
わ
ず
完
壁
を
期
し
た
こ
と
。
な
ど

が
、
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

古
い
し
き
た
り
、
縄
張
り
、
年
功
序
列
な

ど
の
う
る
さ
い
大
学
医
局
で
は
求
め
ら
れ
な

い
も
の
で
、
こ
れ
ら
若
壬
研
究
家
の
医
学
界

に
授
け
た
一
石
は
、
大
き
な
波
紋
を
呼
ぶ
こ

と
で
し
ょ
う
。



（11）鋼筋の紺

今古賀121番地の1
しこ，

赤星　　昇くん

（罵言さんの次男）
昭和60年4月15日生

僕、あんよの特訓中！／が

んばって三歩目に挑戦中。

お歌もグーイすき1お姉ち

ゃんの歌だと、すっごくの

れるんだoからだ申、動か

して踊ってしまうんだ。

今古賀789番地の社
の∴り∴こ

富田百合子ちゃん

（誓え云さんの二女）
昭和60年5月20日生

私、ハイハイがとても上

手になりました。家の中を
スタスタと、今日も台所で

「おいも」をあつかって手
はまっくろげ。毎日、ママ

をはらはらさせて富んでい

ます。私って、おてんば9

浅木604番地の9
よしの貞

藤本　彬頸くん

（千茂観さんの長男）
昭和60年10月1日生

生まれた時は4，200gも

あったんだよ。髪の毛の少

ないのはママ似かな。今は
おとなしく寝ているけど、

もうすぐしたらワンバクに

なって姉ちゃんを泣かすよ

うになるだろうな．／

葉
〇
着
細
の

爪
出
田
⑰

闇
」

∴∵∵－

．
冷
や
す
．
目
的
は
発
熟
し
た
病
人
の
気

分
を
よ
く
す
る
こ
と
で
す
。
熱
を
下
げ
る
と

い
っ
た
、
症
状
に
対
す
る
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
病
人
が
い
や
が
る
よ
う
な
ら
無
理

強
い
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

調

　

氷

　

　

　

枕

　

調

①
氷
七
百
グ
ラ
ム
を
、
先
の
と
が

っ
た
も
の
で
、
ク
ル
ミ
大
に
割
る

こ
の
と
き
、
氷
を
ポ
リ
袋
な
ど
に
入
れ
て

割
る
と
氷
が
飛
び
散
り
ま
せ
ん
。
ま
た
割
っ

た
あ
と
袋
の
上
か
ら
手
で
な
ら
す
と
角
が
と

れ
、
当
た
り
の
よ
い
氷
が
で
き
ま
す
。

⑧
氷
枕
に
氷
と
水
を
入
れ
、
枕
の

高
さ
を
田
卸
し
て
当
て
る

水
の
量
は
コ
ッ
プ
二
杯
く
ら
い
で
、
ち
ょ

う
ど
氷
が
浸
る
ぐ
ら
い
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

口
金
を
止
め
る
と
き
は
、
中
に
空
気
が
残

ら
な
い
よ
う
、
氷
枕
を
斜
め
に
し
て
口
も
と

ま
で
水
を
押
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
氷
枕
の

中
に
空
気
が
残
っ
て
い
る
と
、
空
気
の
す
き

ま
が
頭
に
当
た
る
の
で
冷
え
に
く
く
な
り
ま

す。⑨
枕
の
上
に
氷
枕
を
お
く

氷
枕
の
水
気
を
ふ
き
、
乾
い
た
タ
オ
ル
で

く
る
み
ま
す
。
ふ
だ
ん
使
っ
て
い
る
枕
に
ビ

ニ
ー
ル
を
敷
き
、
そ
の
上
に
氷
枕
を
置
き
、

頭
を
乗
せ
て
気
持
ち
の
よ
い
高
さ
に
な
る
よ

う
に
調
節
し
ま
す
。

届
に
当
た
る
部
分
は
、
タ
オ
ル
を
二
重
に

折
る
な
ど
し
て
居
ま
で
冷
や
さ
な
い
よ
う
配

慮
し
て
く
だ
さ
い
。

④
振
り
替
え
る

七
百
グ
ラ
ム
の
氷
を
入
れ
た
氷
枕
は
、
約

三
時
間
く
ら
い
も
ち
ま
す
。

次
に
取
り
替
え
る
と
き
は
、
乾
い
た
タ
オ

ル
に
番
え
、
枚
や
寝
間
着
の
嬢
も
と
か
ぬ
れ

て
い
な
い
か
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

る
す
。
の
ど
、
耳
、
歯
な
ど
を
冷
や
す
と
き

は
、
三
角
巾
に
包
み
、
包
帯
を
巻
く
の
と
同

じ
よ
う
に
し
て
患
部
に
当
て
る
。

氷
の
ろ
が
動
い
て
、
他
の
部
分
が
冷
え
な

い
よ
う
に
、
ま
た
氷
の
ろ
を
当
て
る
部
分
に

よ
っ
て
は
冷
え
す
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

冷
え
す
ぎ
る
よ
う
な
ら
、
タ
オ
ル
な
ど
で

包
み
、
快
い
冷
た
さ
に
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

i
　
そ
の
ほ
か
の
冷
や
し
方
同

意
氷
枕
や
氷
の
う
の
代
わ
り
に
、
冷
蔵
庫
で

冷
や
し
た
だ
け
で
使
え
る
化
学
製
品
も
、
販

漢

冷

や

す

漢

心

地

よ

さ

を

第

一

に

i

　

氷

　

の

　

う

　

m

①
氷
は
、
氷
枕
の
裳
口
よ
り
小
さ
め
窺
指

大
ほ
ど
）
に
砕
き
、
角
を
と
っ
て
氷
の
う
に

入
れ
る
。

②
氷
の
畳
は
当
て
る
部
分
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
ふ
つ
う
は
二
百
⊥
二
百
グ
ラ
ム
。

⑤
空
気
を
抜
い
て
口
も
と
を
し
っ
か
り
結

ぶ。④
水
気
を
ふ
き
、
布
（
ガ
ー
ゼ
の
ハ
ン
カ

チ
）
で
包
む
。

⑤
額
に
当
て
る
と
き
は
、
氷
の
う
つ
り
で
つ

亮
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
冷
や
し
す
ぎ

る
と
硬
く
な
っ
て
使
い
心
地
が
よ
く
な
い
の

で
、
冷
や
し
加
減
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

章
氷
で
冷
や
す
ほ
ど
で
も
な
い
と
い
う
と
き

は
、
氷
水
で
絞
っ
た
タ
オ
ル
を
ポ
リ
袋
に
入

れ
て
当
て
る
と
気
持
ち
が
よ
い
も
の
で
す
。



下 調の遭蹟珊蓋韓締着嚢

目 �曜 �行∴∴慕　　内　　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名 �対象や終了時間など �詳　細 

17 �木 �軟式野球、女子バレー ボール競技監督余韻 �19：30－ �動労者体育 センター �体　育　係 �申込みチームの監督 21時30分終了予定 � 

19 �土 �子　ど　も　会　長　会 �14：00－ �中央公民館 �社会教育係 �各地区子ども会長 � 

24 �木 �心　配　ご　と　相　談 � �公民館別館 �社会福祉 協∴該会 �お気経にどうぞ � 

27 �日 �軟　式　野　球　競　技 �7：40－－ �総　合 運動公園 グラウンド �体　育　係 �公民館対抗 応援をお願いします。 � 

女子バレーボール競技 �8：40－ �勤労者体育 センター他 �体　育　係 �公民館対抗 応援をお願いします � 

28 �月 �妊　　婦　　相　　談 �13：20・－ �役揚保健室 �保健衛生係 �母子手帳交付 15時30分終了予定 �8ページ 

30 く ら／7 �水 （ 火 �ポリオ生ワク申込み受付 � �＜申込先＞ 役　場 保健衛生係 �保健衛生孫 �生後3カ月－48ヵ月未満児 印鑑持参のこと �8ページ 

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談（こ応じております

午前9時半～午後4時40分（平日）

土曜日は正午まで（第2土曜日は休みます）

◎専門の相談員が親身になってご相談に応じます。

◎発露士椙賦日：毎適合面目午後1時～4時

社団法人　日暮損害俣験協会

小倉自動車保険請求相談センター

北九州市小倉北区紺屋町9－1

明治生命小倉ビル8階　小倉調査事務所内

か093－521－2140（直通）093－541－1531

電話のご相談もお受けします

′＿）

遠賀保健所

囲図日回国
午　　　前 �午　　　後 

（13：00－14：30） 

月 �健　康　相　談 � 

火 �水　質　検　査 � 
（9：00－12：00） � 

水 �成　人病相談 �歯科検∴診 妊∴節検診 

木 �健　康　相　談 � 

金 � �相和衛生相談 （第2金曜） 

なお、5日1円から水腕白の成人病相談は靡止し、別旭日と

ホ拙日の健牒相談に実施します。


